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日
蓮
大
聖
人
の
教
え
を
広
め
る
布
教
の
ヒ
ン
ト

有　

本　

智　

心

一
、
沈
香
も
焚
か
ず
屁
も
放
（
ひ
）
ら
ず
。

　
　

カ
エ
ル
の
面
に
小
便
こ
ん
な
人
は
魅
力
が
な
い
。

　
　
　
　

● 

無
表
情
、
反
論
の
な
い
人
程
、
布
教
が
難
し
い
。
ウ
ル
サ
イ
人
や
特
徴
の
あ
る
人
ほ
ど
、
素
直
に
聞
く

二
、
相
手
変
わ
れ
ど
主
変
わ
ら
ず
。

　
　
　
　

● 

毎
日
、
同
じ
お
経
で
退
屈
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
が
違
う
と
再
び
一
か
ら
繰
り
返
す
こ
と
が
布
教

三
、
仏
具
に
は
一
寸
贅
沢
を
。

　
　
　
　

● 

何
時
ま
で
も
良
い
も
の
は
粗
末
に
し
な
い

四
、
新
婚
の
花
嫁
さ
ん
か
ら
布
教
を
。

　
　
　
　

● 

嫁
い
で
来
た
お
嫁
さ
ん
に
は
当
家
が
日
蓮
宗
で
あ
る
事
を
教
え
、
嫁
い
で
い
く
娘
さ
ん
に
は
実
家
が
法
華
経
信
仰
の
家
で
あ

っ
た
事
を
自
覚
さ
せ
る
為
を
お
祝
い
に
数
珠
を
進
呈
（
生
涯
使
え
る
良
い
も
の
を
）

五
、
宣
伝
と
い
う
言
葉
は
仏
教
が
ル
ー
ツ
。

　
　
　
　

● 

「
宣
伝
と
は
続
け
る
事
、
止
め
る
と
忘
れ
ら
れ
る
。
知
っ
た
人
は
減
っ
て
い
き
知
ら
な
い
人
が
次
々
と
生
ま
れ
て
く
る
。
そ

の
人
た
ち
の
た
め
宣
伝
す
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
一
日
に
何
人
生
ま
れ
、
何
人
亡
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
代
理
店
の
会
議

で
松
下
幸
之
助
が
宣
伝
の
大
切
さ
を
教
え
た
。
そ
の
言
葉
が
法
華
経
の
随
所
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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六
、
布
施
を
拒
否
す
る
な
。

　
　
　
　

● 

香
典
を
拒
否
す
る
事
が
美
徳
と
思
っ
て
い
る
人
や
お
返
し
が
面
倒
と
思
う
人
は
、
利
己
主
義
者
か
（
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
）

佛
様
は
貰
っ
て
あ
げ
な
さ
い
と
観
音
菩
薩
に
仰
っ
た
（
観
世
音
菩
薩
品
を
参
照
下
さ
い
）

＊
、
卍
（
ま
ん
じ
）
は
心
を
表
す
。

　
　
　
　

● 

佛
の
三
十
二
相
＝
胸
に
萬
字
を
表
し
て
（
無
量
義
経
徳
行
品
第
一
）
／
地
図
の
お
寺
の
マ
ー
ク
を
見
よ
＝
心
の
拠
り
所
の

意
）

七
、
善
悪
不
二
、
法
華
経
は
絶
対
（
立
）、
余
経
は
相
対
（
立
）。

　
　
　
　

● 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が
い
れ
ば
こ
そ
正
義
の
味
方
で
あ
る
。
善
と
悪
は
切
り
離
せ
な
い
娑
婆
世
界
。

八
、
お
坊
さ
ん
と
警
察
官
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
見
せ
ろ
。

　
　
　
　

● 

警
察
官
は
街
を
歩
く
だ
け
で
治
安
に
な
り
、
お
坊
さ
ん
は
仏
縁
が
出
来
る
。

九
、
ボ
ケ
て
約
束
を
忘
れ
る
。

　
　
　
　

● 

本
堂
の
再
建
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
約
束
し
た
が
痴
呆
で
忘
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
。
元
気
な
間
に
し
て
貰
え
。
で
な
け
れ

ば
縁
は
な
か
っ
た
も
の
と
諦
め
よ
う
！

十
、
昔
か
ら
兄
弟
は
仲
の
悪
い
も
の
。

　
　
　
　

● 

多
く
の
弟
子
の
中
で
「
ア
ジ
ャ
セ
」
が
一
番
、
気
に
な
っ
た
釈
尊
。
例
え
ば
七
子
あ
り
。
そ
の
中
で
最
も
気
に
か
か
る
の
は
、

不
出
来
か
、
病
弱
の
子
。

　
　
　
　

● 

動
物
の
集
団
で
は
、
雄
は
一
人
前
近
く
な
る
と
、
集
団
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
例
。

十
一
、
久
米
の
仙
人
も
や
は
り
男
、
女
人
は
元
気
の
源
。

　
　
　
　

● 

飛
行
中
、
洗
濯
し
て
い
る
若
い
女
の
太
も
も
を
見
て
墜
落
し
神
通
力
を
失
っ
た
が
、
ケ
ガ
を
し
て
そ
の
女
性
に
助
け
ら
れ
、
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幸
せ
な
家
庭
を
持
っ
た
仙
人
。
ど
ち
ら
が
良
い
か
。

　
　
　
　

● 

「
男
の
仕
業
は
女
の
力
な
り
」「
女
人
と
な
る
事
は
物
に
従
っ
て
物
を
従
え
る
身
な
り
」
英
雄
色
を
好
む
は
活
力
あ
る
人
を

い
う
が
。
や
さ
し
い
女
性
と
話
せ
る
の
は
人
生
の
幸
せ
の
も
と
。

十
二
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

　
　
　
　

● 

仏
事
は
絶
え
ず
嫁
や
子
、
孫
に
話
せ
。
そ
し
て
見
せ
よ
。
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
の
が
良
い
。
押

し
つ
け
に
、
な
ら
な
い
よ
う
に
。

十
三
、
亀
に
負
け
て
や
っ
た
ウ
サ
ギ
の
菩
薩
行
。

　
　
　
　

● 

何
時
も
何
事
も
負
け
続
け
て
い
る
亀
の
劣
等
感
を
自
信
に
変
え
さ
せ
た
ウ
サ
ギ
。

　
　
　
　

● 

月
の
中
に
住
む
（
松
野
殿
女
房
ご
返
事
）
も
参
考
に
。

十
四
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
は
坊
ち
ゃ
ん
、
お
嬢
さ
ん
の
寄
り
集
ま
り
、
荒
波
に
弱
い
。
ケ
ン
カ
や
憎
し
み
、
妬
み
の
あ
る
の
が
裟
婆
。

　
　
　
　

● 

ア
マ
チ
ュ
ア
は
和
し
て
強
く
な
り
、
プ
ロ
は
強
く
な
っ
て
和
す
る
も
の
だ
。

十
五
、
改
宗
や
仏
事
の
リ
ー
ダ
ー
は
女
性
。

　
　
　
　

● 

男
が
強
い
信
仰
で
リ
ー
ド
す
る
家
庭
は
少
な
い
。
多
く
の
家
庭
の
信
仰
の
リ
ー
ダ
ー
は
女
性
。
こ
ん
な
家
は
お
題
目
が
長
く

受
け
継
が
れ
る
。

十
六
、
ラ
イ
バ
ル
の
勢
い
に
刺
激
さ
れ
て
強
く
な
る
。

　
　
　
　

● 

巨
人
は
阪
神
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
阪
神
は
巨
人
に
感
謝
せ
ね
ば
。「
六
甲
お
ろ
し
」
も
又
、
楽
し
。

＊
人
間
は
地
、
水
、
火
、
風
、
空
の
五
大
か
ら
な
る
話
。

　
　
　
　

● 

私
達
の
肉
体
は
五
大
か
ら
な
る
（
五
行
説
）（
御
義
口
伝
＝
取
意
）　

地
（
肉
体
＝
発
育
）　

水
（
血
＝
浄
化
）　

火
（
焼
く
＝

体
温
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
）　

風
（
呼
吸
＝
塵
埃
を
払
う
）　

空
（
空
気
＝
回
復
、
新
鮮
）
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十
七
、
親
は
常
に
子
を
思
え
ど
も
、
子
は
親
を
思
わ
ず
。

　
　
　
　

● 

映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
」
よ
り
＝
母
の
心
配
と
非
情
こ
そ
本
当
の
愛
情
。

十
八
、
親
の
死
は
子
の
信
仰
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　
　
　
　

● 
親
の
死
に
よ
っ
て
、
子
供
が
目
覚
め
る
信
仰
心

十
九
、
人
生
七
転
び
八
起
き
。

　
　
　
　

● 

芥
川
龍
之
介
の
小
説
「
杜
子
春
」
の
教
訓

二
十
、
信
ぜ
ず
ば
、
せ
め
て
の
事
に
謗
れ
か
し
、
汚
れ
ぬ
衣
は
洗
わ
れ
も
せ
ず
。
地
に
倒
れ
、
そ
の
地
に
手
を
つ
い
て
起
き
上
が
る
。

　
　
　
　

● 

「
も
し
は
信
も
し
は
謗
、
よ
っ
て
倒
れ
に
よ
っ
て
起
く
」（
唱
法
華
題
目
抄
）

二
十
一
、
年
寄
り
の
智
慧
は
潤
滑
油
。

　
　
　
　

● 

と
っ
さ
の
機
転
で
、
暗
さ
を
救
う
ユ
ー
モ
ア
を
日
頃
か
ら
蓄
え
て
お
け
。

二
十
二
、
早
さ
も
色
々
。

　
　
　
　

● 

速
い
＝
速
や
か
に
／
比
べ
て
一
番
早
い
。
即
＝
パ
ッ
と
急
転
し
て
早
い
。
手
の
ひ
ら
を
か
え
す
如
し
／
則
＝
他
と
同
様
に
早

い
／
疾
＝
一
瞬
早
い
（
我
則
歓
喜
是
則
勇
猛
則
為
疾
得
（
宝
塔
偈
））

二
十
三
、
女
は
男
を
財
と
し
男
は
女
を
命
と
す
。
女
が
リ
ー
ド
で
平
和
。

　
　
　
　

● 

男
女
平
等
以
上
の
お
祖
師
様
の
女
性
評
価
、
好
き
も
嫌
い
も
、
女
編
の
字
。
女
に
好
か
れ
な
い
男
は
リ
ー
ダ
ー
に
慣
れ
な
い
。

男
編
の
字
は
一
字
位
、
女
編
の
字
は
八
五
四
字
も
あ
る
。

二
十
四
、
お
盆
と
い
う
字
は
お
皿
に
分
け
る
と
書
く
。

　
　
　
　

● 

お
盆
の
お
迎
え
は
子
供
や
孫
に
も
手
伝
わ
せ
ろ

二
十
五
、
夏
休
み
は
孫
た
ち
れ
と
お
経
を
上
げ
た
い
。
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● 

中
々
子
供
や
孫
に
教
え
る
機
会
が
少
な
い
が
、
親
よ
り
お
祖
父
さ
ん
や
お
祖
母
さ
ん
と
共
に
上
げ
る
方
が
優
し
い
。
親
は
気

が
短
い
。

二
十
六
、
法
華
の
太
鼓
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
チ
ま
で
。

　
　
　
　

● 
明
治
二
年
、
横
浜
、
日
蓮
宗
、
妙
香
寺
の
境
内
で
、
日
本
の
軍
楽
隊
演
奏
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
国
歌
「
君
が
代
」
が
生
ま

れ
た
。

＊
心
（
こ
こ
ろ
）
は
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
あ
る
が
、
使
い
方
を
知
っ
て
い
る
の
は
人
間
だ
け
。
法
華
経
に
説
か
れ
た
性
、
情
、
意
の
違
い
。

　
　
　
　

● 

性
（
こ
こ
ろ
）（
理
性
、
性
質
等
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
心
」（
方
便
品
）

　
　
　
　

● 

情
（
こ
こ
ろ
）（
愛
情
。
情
熱
等
）「
限
り
な
く
清
い
、
美
し
い
心
」（
壽
量
品
）

　
　
　
　

● 

意
（
こ
こ
ろ
）（
好
意
、
意
思
等
）「
行
動
を
起
こ
す
、
実
行
す
る
」（
薬
王
品
以
下
流
通
分
）

　
　
　
　

△
し
た
が
っ
て
法
華
経
に
説
か
れ
る
思
想
は
、
一
貫
し
て
「
佛
の
慈
悲
＝
愛
情
」
で
あ
る
。

二
十
七
、
ボ
ケ
ナ
イ
内
に
戒
名
を
下
さ
い
。

　
　
　
　

● 

「
先
ず
臨
終
の
事
を
習
う
て
後
に
、
他
事
を
習
う
べ
し
、
こ
の
位
の
信
仰
心
を
持
っ
て
貰
い
た
い
も
の
だ
。

二
十
八
、
子
供
に
教
わ
る
信
仰
心
。

　
　
　
　

● 

「
お
坊
さ
ん
、
鳥
が
死
ん
で
い
る
よ
」
と
子
供
が
言
っ
て
来
た
の
で
、
直
ち
に
対
応
。
こ
ん
な
一
時
が
チ
ャ
ン
ス
。
す
ぐ
丁

寧
に
目
の
前
で
供
養
し
て
灰
を
撒
き
、
新
聞
紙
で
包
み
、
水
で
そ
の
地
を
洗
い
、
持
ち
帰
る
所
を
見
せ
る
。
後
で
必
ず
「
あ

れ
か
ら
ど
う
し
た
の
」
と
尋
ね
る
の
で
、
埋
め
た
現
場
を
見
せ
る
と
納
得
。

二
十
九
、
子
供
に
叱
ら
れ
て
老
親
は
喜
べ
。

　
　
　
　

● 

「
諫
臣
、
國
に
在
れ
ば
則
ち
そ
の
國
正
し
く
、
家
に
争
子
あ
れ
ば
則
ち
そ
の
家
直
し
」（
与
北
條
時
宗
書
）

三
十
、
聖
徳
太
子
の
佛
教
興
隆
が
、
今
日
の
日
本
の
発
展
の
基
。
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● 

世
界
一
の
新
幹
線
や
自
動
車
等
は
佛
教
か
ら
。
そ
れ
は
文
字
を
知
り
、
心
を
教
え
ら
れ
た
か
ら
。

三
十
一
、
真
の
日
本
人
の
教
育
は
、
今
も
昔
も
同
じ
筈
。

　
　
　
　

● 

硫
黄
島
の
指
揮
官
、
栗
林
中
将
が
「
命
の
尊
さ
」
を
教
え
た
教
訓
。
七
百
年
前
か
ら
男
女
平
等
を
仰
っ
た
日
蓮
聖
人
。

三
十
二
、
子
供
の
時
か
ら
合
掌
を
。
簡
単
な
様
で
な
か
な
か
出
来
な
い
。

　
　
　
　

● 

「
但
行
礼
拝
」
の
宗
門
運
動
だ
が
、
道
行
く
知
り
合
い
の
人
に
出
会
っ
て
も
、
す
ぐ
合
掌
出
来
る
人
は
稀
だ
。
日
常
か
ら
作

法
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
と
出
来
な
い
。
今
の
警
官
で
す
ら
、
敬
礼
を
し
な
い
。
こ
れ
は
常
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
子
供

は
す
ぐ
に
反
応
し
て
く
れ
る
。
女
の
子
の
方
が
早
い
。
出
来
る
だ
け
子
供
に
合
掌
し
て
見
せ
る
よ
う
に
実
行
し
た
い
。

三
十
三
、
企
業
も
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　
　

● 

我
が
国
に
、
創
業
以
来
百
年
以
上
の
企
業
が
二
万
一
千
社
あ
る
と
い
う
。
寺
院
を
入
れ
る
と
更
に
多
く
な
る
。
こ
れ
は
世
界

で
ダ
ン
ト
ツ
（
断
然
ト
ッ
プ
）
だ
。
こ
の
要
素
は
企
業
の
信
仰
心
に
あ
る
。「
常
在
此
不
滅
」「
常
説
法
教
化
」
で
あ
ろ
う
。

三
十
四
、
自
分
で
自
分
を
褒
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
生
で
あ
り
た
い
。

　
　
　
　

● 

何
も
出
世
し
て
偉
く
な
く
と
も
良
い
。
マ
ジ
メ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
働
き
続
け
た
人
程
尊
い
。
子
供
を
育
て
社
会
に
貢
献
出
来
た

生
涯
に
自
信
を
持
と
う
。

三
十
五
、
規
則
と
道
徳
と
宗
教
の
違
い

　
　
　
　

● 

規
則
＝
こ
れ
以
上
の
範
囲
を
超
え
る
と
罰
金
等
、
最
低
限
を
決
め
る
。（
目
線
が
下
）

　
　
　
　

● 

道
徳
＝
規
則
よ
り
上
の
次
元
、
神
や
教
祖
が
幸
せ
を
求
め
る
衆
生
に
説
い
た
教
え
。
罰
金
や
罰
は
な
い
が
制
約
の
あ
る
事
が

多
い
。（
中
庸
）

　
　
　
　

● 

宗
教
＝
一
般
的
な
道
徳
を
さ
ら
に
高
め
て
自
ら
も
信
ず
る
神
や
佛
に
帰
依
し
て
、
自
己
の
人
格
等
品
位
を
高
く
す
る
。（
目

線
が
上
）
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三
十
六
、
お
葬
式
も
簡
略
に
な
り
そ
う
。

　
　
　
　

● 

不
景
気
で
経
済
活
動
が
地
味
に
な
る
が
、
こ
ん
な
事
は
昔
も
今
も
同
じ
。

三
十
七
、
過
去
帳
は
そ
の
家
の
信
仰
記
録
簿
。

　
　
　
　

● 
過
去
帳
の
戒
名
の
不
揃
い
は
、
そ
の
家
の
信
仰
の
盛
衰
を
表
す
。
出
来
れ
ば
熱
心
な
人
が
出
来
た
と
き
、
追
号
し
て
統
一
を

勧
め
た
い
。

＊
鬼
＝
頭
に
角
を
生
や
し
、
虎
革
の
パ
ン
ツ
を
は
い
て
鉄
棒
を
持
つ
姿
。

　
　
　
　

● 

暦
の
十
二
支
の
丑
寅
の
方
角
（
北
東
）
を
鬼
門
と
い
う
が
、
こ
の
丑
（
う
し
）
と
寅
（
と
ら
）
に
あ
た
る
。
従
っ
て
牛
の
角

と
虎
革
と
い
う
俗
説
あ
り
。
鬼
門
は
貴
門
の
意
（
尊
い
方
角
の
意
。）

三
十
八
、
お
坊
さ
ん
も
煩
悩
一
杯
。
佛
に
も
微
妙
だ
が
三
悪
道
あ
り
。

　
　
　
　

十
界
互
具
の
見
本
。

　
　
　
　

● 

佛
の
三
悪
道
と
は

　
　
　
　
　

一
、
こ
れ
だ
け
言
っ
て
わ
か
ら
な
い
の
か
（
瞋
）

　
　
　
　
　

二
、
救
い
た
い
。
助
け
た
い
（
貧
）

　
　
　
　
　

三
、「
わ
か
ら
な
い
か
な
」
と
た
め
息
（
痴
）

　
　
　
　

● 

巨
人
が
負
け
た
翌
朝
、
機
嫌
の
悪
い
本
山
の
貫
首
さ
ん
。
阪
神
が
勝
っ
た
時
に
お
願
い
す
る
と
難
し
い
話
も
殆
ど
Ｏ
Ｋ
し
て

く
れ
た
老
師
。

　
　
　
　

● 

佛
の
顔
も
三
度
ま
で
と
も
言
う
事
あ
り
。

三
十
九
、
若
い
時
ほ
ど
純
真
だ
。

　
　
　
　

● 

歳
を
取
れ
ば
落
ち
着
い
て
風
格
が
出
て
く
る
思
っ
て
い
た
が
、
段
々
ズ
ル
賢
く
な
っ
て
生
き
そ
う
だ
。
品
格
は
若
い
時
に
、
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ど
ん
ど
ん
作
っ
て
お
き
た
い
。

四
十
、
教
化
に
は
時
間
が
か
か
る
。

　
　
　
　

● 

ロ
ー
マ
は
一
日
し
て
成
ら
ず
。「
速
や
か
に
佛
身
を
成
就
」
の
速
や
か
は
、
人
や
時
に
よ
っ
て
違
う
。
焦
ら
な
い
事
。

四
十
一
、
国
旗
、
国
家
の
ル
ー
ツ
は
聖
徳
太
子
の
佛
教
か
ら
。

　
　
　
　

● 

聖
徳
太
子
が
佛
教
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
日
本
国
民
の
精
神
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、
知
性
豊
か
な
國
と
国
民
に
し
た
い
と
願

わ
れ
た
か
ら
で
在
る
。
世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
国
旗
、
国
歌
に
日
本
人
の
誇
り
を
持
っ
て
。

四
十
二
、
創
業
者
の
理
念
と
菩
薩
行
が
、
企
業
の
盛
衰
を
決
め
る
。

　
　
　
　

● 

多
く
の
企
業
が
出
来
る
が
、
創
業
者
の
基
本
理
念
に
よ
っ
て
、
そ
の
継
続
と
発
展
を
決
め
て
い
る
。

四
十
三
、
学
校
へ
の
通
学
時
や
退
行
時
の
子
供
と
挨
拶
を
し
た
い
。

　
　
　
　

● 

子
供
相
手
で
も
言
葉
を
交
わ
し
難
い
。
相
手
の
反
応
が
あ
る
と
嬉
し
い
が
、
無
表
情
や
、
反
応
の
な
い
時
も
挫
け
な
い
事
。

「
オ
ハ
ヨ
ウ
」「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
自
信
を
持
っ
て
声
を
か
け
る
と
、
相
手
が
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
衣
姿
を
見
て
い
る
彼
ら

四
十
四
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
心
は
大
き
い
。

　
　
　
　

● 

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
事
は
多
い
。「
あ
の
ジ
ョ
ー
、
デ
マ
ジ
オ
（
ヤ
ン
キ
ー
ス
黄
金
時
代
の
不
動
の
四

番
打
者
）
も
「
テ
ッ
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
」（
近
年
最
後
の
四
割
打
者
）
も
、
控
え
選
手
か
ら
始
ま
っ
た
」
＝
ア
メ
リ
カ
の

心
よ
り
。

　
　
　
　

● 

北
朝
鮮
の
平
壌
ヘ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
文
化
使
節
派
遣
。

四
十
五
、
み
ん
な
が
経
験
し
た
青
春
は
苦
い
も
の
だ
っ
た
が
、
思
い
出
の
あ
る
人
は
幸
せ
。
人
生
と
は
、

　
　
　
　
　

一
、
人
に
生
ま
れ
る
＝
赤
＝
赤
ん
坊

　
　
　
　
　

二
、
人
に
生
か
さ
れ
る
＝
青
＝
尻
が
青
い
、
青
年
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三
、
人
と
し
て
生
き
る
＝
黄
＝
黄
金
時
代

　
　
　
　
　
　
　

人
を
生
む
＝
家
庭
を
持
つ

　
　
　
　
　

四
、
人
を
生
か
す
＝
白
＝
老
年
＝
円
熟
期

　
　
　
　
　
　
　

人
を
育
て
る
。
経
験
を
生
か
す
。

　
　
　
　
　

五
、
人
に
生
か
さ
れ
る
＝
黒
＝
生
か
さ
れ
て
死
を
迎
え
る

　
　
　
　
　
　
　

＝
老
人
時
代
＝
再
び
生
ま
れ
変
わ
る
。

四
十
六
、
時
に
は
布
教
に
失
敗
す
る
が
、
が
っ
か
り
す
る
な
。

　
　
　
　

● 

徐
々
に
教
化
と
思
っ
て
い
た
が
、
ご
主
人
の
急
死
で
中
断
。

　
　
　
　

● 

「
私
の
家
は
、
や
は
り
昔
か
ら
〇
〇
宗
で
す
。
何
し
ろ
親
戚
が
ウ
ル
サ
い
も
の
で
す
か
ら
」
と
昔
か
ら
に
コ
ダ
わ
る
事
が
多

い
。

　
　
　
　

● 

昔
か
ら
と
い
っ
て
も
、
家
の
宗
旨
が
決
ま
っ
た
の
は
、
古
く
て
江
戸
時
代
だ
ろ
う
。
反
対
に
「
私
の
家
は
昔
か
ら
日
蓮
宗
で

す
」
と
一
言
っ
て
く
だ
さ
る
度
に
、
教
化
し
て
下
さ
っ
た
先
師
に
感
謝
。

四
十
七
、
お
寺
が
永
遠
に
存
在
す
る
有
難
さ
。

　
　
　
　

● 

五
十
年
続
い
た
歯
科
医
院
も
百
年
続
い
た
内
科
医
院
も
後
継
者
が
無
く
廃
業
。
お
寺
は
何
と
か
前
も
っ
て
後
継
者
を
考
え
る
。

決
し
て
安
泰
で
は
な
い
が
、
子
供
や
弟
子
に
「
お
寺
の
意
義
と
良
さ
」
を
伝
え
続
け
ね
ば
同
じ
よ
う
に
廃
寺
と
な
る
時
代
だ
。

檀
信
徒
の
為
に
も
経
文
通
り
「
久
遠
実
成
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

＊
常
（
つ
ね
、
じ
よ
う
）
恒
、
毎
（
つ
ね
）
に
。

　
　
　
　

● 

壽
量
品
の
お
自
我
偈
の
中
に
「
常
」
の
字
が
九
ケ
所
も
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　

一
、 

常
＝
一
定
の
巾
の
あ
る
布
が
、
ひ
っ
ぱ
て
も
ひ
っ
ぱ
て
も
出
て
く
る
状
態
を
言
う
。
一
定
の
巾
と
は
変
わ
ら
な
い
の
意
、
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正
常
、
無
常
、
常
住
等
あ
り

　
　
　
　
　

二
、
恒
＝
何
時
も
動
か
な
い
で
、
一
定
し
て
変
わ
ら
な
い
事
。
恒
久
、
恒
例
、
恒
産
等
あ
り

　
　
　
　
　

三
、
毎
＝
母
と
同
系
の
意
で
、
次
々
と
子
を
産
む
よ
う
に
事
物
の
一
つ
一
つ
を
さ
す
。
毎
日
、
毎
度
等

　
　
　
　

● 
羅
什
三
蔵
の
名
訳
、
参
考
ま
で
に
譬
喩
品
に

　
　
　
　
　

常
独
処
山
林
／
恒
久
善
事
／
毎
作
是
念
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

● 

参
考
ま
で
に
、
神
力
品
偈
に
は
＝
受
持
二
ケ
所
、
持
が
五
ヶ
所
出
て
く
る
。
従
っ
て
神
力
品
は
『
持
』
が
テ
ー
マ

四
十
八
、
お
墓
の
参
詣
の
仕
方
で
、
そ
の
家
の
事
情
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

● 

何
時
も
キ
レ
イ
な
お
花
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
時

　
　
　
　

● 

自
分
の
お
墓
だ
け
キ
レ
イ
。
隣
、
近
所
は
オ
カ
マ
イ
な
し

　
　
　
　

● 

参
詣
が
途
絶
え
る
と
、
お
墓
も
汚
れ
て
く
る
。

四
十
九
、
年
寄
り
は
、
男
と
女
の
「
と
き
め
き
」
も
大
事
。

　
　
　
　

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
同
窓
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
。
菩
提
寺
の
行
事
、
そ
れ
に
旅
行
、
元
気
と
生
き
る
喜
び
を
得
る
。

五
十
、
お
題
目
信
仰
の
私
達
だ
。
自
信
を
持
っ
て
生
き
よ
。

　
　
　
　

● 

お
祖
師
様
が
「
日
本
一
の
法
華
経
の
行
者
」
と
仰
っ
た
そ
の
弟
子
た
る
私
達
だ
。
少
々
の
ミ
ス
に
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
な
。
自
分

が
選
ん
だ
道
に
自
信
を
持
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

● 

一
旦
、
信
頼
し
て
選
ん
だ
人
物
を
大
事
に
育
て
よ

　
　
　
　

● 

他
宗
か
ら
見
て
凄
い
祖
師
の
信
徒
達
が
羨
ま
し
い
。
キ
リ
ス
ト
信
仰
の
内
村
鑑
三
の
「
代
表
的
日
本
人
」
を
見
よ
。

五
十
一
、
ヴ
ェ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
菩
薩
行
。

　
　
　
　

● 

日
本
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
世
界
に
も
多
く
の
菩
薩
が
入
る
。
二
十
世
紀
の
帝
国
主
義
か
ら
抜
け
出
し
た
地
球
人
。
法
華
経
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の
思
想
が
世
界
に
通
じ
る
よ
う
に
し
た
い
。
皆
帰
妙
法
で
あ
る
。

五
十
二
、
但
行
礼
拝
と
は
、
常
日
頃
か
ら

　
　
　
　

● 

子
供
相
手
で
も
、
な
か
な
か
始
め
は
合
掌
し
難
い

　
　
　
　
　

 
お
寺
の
本
堂
前
で
は
必
ず
合
掌
。
こ
れ
が
常
日
頃
か
ら
癖
に
な
る
よ
う
に
な
る
と
、
何
処
で
も
何
時
で
も
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
等
の
ご
と
く
に
し
た
い
。

　
　
　
　

● 

元
気
な
子
、
一
寸
会
釈
す
る
子
、
無
表
情
な
子
。
様
々
な
ご
縁
。
や
が
て
挨
拶
の
大
事
な
事
が
わ
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

五
十
三
、
日
蓮
宗
に
は
他
宗
に
羨
ま
し
が
る
宝
物
が
一
杯
あ
る
。

　
　
　
　

● 

段
々
良
く
な
る
法
華
の
（
大
）
太
鼓
、
団
扇
太
鼓
、
元
気
溌
剌
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
木
鉦
、
叱
時
激
励
さ
れ
る
木
剣
、
こ
れ
ら
は

先
師
が
考
え
ら
れ
た
貴
重
な
布
教
の
戦
力
。
大
い
に
活
用
せ
ね
ば
、

　
　
　
　

● 

「
販
売
は
断
ら
れ
た
時
か
ら
始
ま
る
」
と
は
商
人
の
諺
。「
布
教
も
断
ら
れ
て
始
め
て
大
切
さ
を
知
る
」
御
祖
師
様
と
同
じ

苦
労
を
知
る
。

五
十
四
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
大
統
領
就
任
演
説
で
一
言
っ
た
。

　
　
　
　

● 

「
わ
が
友
で
あ
る
世
界
の
市
民
諸
君
、
諸
君
の
國
が
諸
君
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
を
、
問
い
賜
う
な
。
あ
な
た
が

祖
国
の
た
め
、
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
て
欲
し
い
」
と
。

　
　
　
　

● 

上
杉
謙
信
は
「
義
」
を
、
直
江
兼
続
「
愛
」
を
信
条
と
し
た
。
義
は
「
理
」
で
あ
り
愛
は
「
愛
情
」
で
あ
る
。
法
華
経
の
方

便
品
は
「
理
」
壽
量
品
は
「
情
」
即
ち
「
事
」
で
あ
る
。
愛
情
と
は
佛
の
本
意
で
あ
る
事
を
知
る
。

五
十
五
、
印
象
に
残
る
講
義
が
出
来
る
の
が
先
生
で
あ
る
。

　
　
　
　

● 

自
分
の
人
生
に
強
烈
に
残
る
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
先
生
に
会
え
た
ご
縁
。
余
程
の
幸
運
と
喜
べ
。

　
　
　
　

● 

反
対
に
教
え
る
時
は
、
よ
く
勉
強
し
た
成
果
を
生
徒
に
与
え
た
い
。
夢
や
希
望
を
、
そ
し
て
生
徒
や
檀
信
徒
の
将
来
に
影
響
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を
与
え
る
程
の
話
を
せ
よ
。
上
手
で
な
く
と
も
良
い
か
ら
、
心
を
込
め
て
懸
命
に
。

五
十
六
、
心
＝
性
、
情
、
意
＝
二
十
六
の
次
＊
で
説
明
済
み
。

　
　
　
　

● 

心
は
見
え
る
も
の
、
見
ら
れ
る
も
の
。
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
急
に
乱
れ
る
の
は
心
の
動
揺
が
あ
る
か
ら
態
度
に
出
る
。
嘘

を
つ
い
て
動
揺
す
る

五
十
七
、
生
き
る
力
は
若
い
時
か
ら
養
っ
て
お
け
。

　
　
　
　

● 

子
供
の
時
の
唱
歌
、
毎
日
の
読
経
や
菩
提
寺
の
行
事
や
お
参
り
、
ご
近
所
と
の
挨
拶
、
オ
シ
ャ
ベ
リ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゴ
ル
フ

等
趣
味
同
好
の
集
い
、
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
男
と
女
の
老
人
会
等
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
お
き

た
い
。

五
十
八
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
か
。

　
　
　
　

● 

ど
ん
な
役
職
も
、
何
時
か
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
せ
ね
ば
成
ら
な
い
。
任
し
た
ら
大
き
な
目
で
見
守
り
た
い
。
出
来
る
だ
け
ノ
ウ

ハ
ウ
も
伝
え
て
お
き
た
い
。

五
十
九
、
企
業
も
栄
枯
盛
衰
あ
り
。

　
　
　
　

● 

組
織
や
機
能
も
勤
続
疲
労
を
す
る
。
絶
え
ず
新
し
い
血
液
の
補
充
を
し
な
け
れ
ば
老
化
す
る
。
そ
の
兆
候
は
、
ど
ん
ど
ん
現

れ
る
事
を
自
覚
し
よ
う
。

六
十
、
布
教
の
成
果
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。

　
　
　

誰
に
も
必
ず
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
は
一
度
は
訪
れ
る
。

　
　
　
　

● 

布
教
も
商
い
も
同
じ
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
こ
そ
大
輪
が
咲
く
。
早
く
咲
い
た
花
は
早
く
散
る
も
の
だ
。
火
の
如
き
信

仰
よ
り
も
、
水
の
如
き
信
仰
を
。
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
必
ず
つ
か
む
実
力
と
勇
気
を
持
と
う
。

六
十
一
、
ご
遺
文
を
毎
日
拝
読
し
よ
う
。
譬
え
一
行
な
り
と
も
。
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● 

人
物
の
事
を
詳
し
く
し
り
た
い
と
き
は
「
自
伝
」
を
読
む
の
が
一
番
だ
。
ご
遺
文
は
「
日
蓮
聖
人
」
の
自
伝
で
あ
る
。

　
　
　
　

● 

例
＝
「
福
翁
自
伝
」「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
手
紙
」「
余
は
如
何
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
り
し
か
」（
内
村
鑑
三
）「
ガ
ン
ジ

ー
自
伝
」「
チ
ャ
ー
チ
ル
の
第
二
次
世
界
大
戦
回
顧
録
」「
原
敬
日
記
」
等
。

　
　
　
　

● 
芝
居
や
演
劇
に
は
「
台
本
」
が
あ
る
。「
台
本
」
が
良
い
と
「
役
者
」
も
良
い
演
技
が
出
来
る
。
私
達
は
佛
様
か
ら
最
高
の

「
台
本
」
で
あ
る
「
法
華
経
」
を
頂
い
て
い
る
。「
信
仰
の
寸
心
を
改
め
よ
」
と
日
蓮
聖
人
が
仰
っ
た
の
は
、
今
ま
で
の
「
台

本
」
で
あ
る
余
経
を
捨
て
て
、
佛
の
遺
言
で
あ
る
法
華
経
を
「
台
本
」
に
し
て
生
き
な
さ
い
と
言
う
事
で
あ
る
。

＊
宗
旨
を
変
さ
せ
る
事
（
改
宗
）
は
、
余
程
の
決
意
が
な
い
と
変
え
難
い
も
の
だ
。

　
　
　
　

● 

愛
読
の
新
聞
を
変
え
る
の
に
、
良
く
似
て
い
る
。
時
間
が
か
か
る
の
が
当
た
り
前
。

＊
説
教
や
法
話
を
締
め
括
る
時
は
、
必
ず
法
華
経
、
日
蓮
聖
人
の
お
話
で
終
わ
る
事
。
例
え
ば
偉
人
や
教
訓
で
終
わ
る
よ
う
な
事
等
、
順

序
を
逆
に
す
る
こ
と
は
、
絶
対
し
な
い
こ
と
。

以
上

＊
釈
噂
の
出
家
は
十
九
歳
、
成
道
は
三
十
歳

　

△ 

釈
尊
の
出
家
は
十
九
歳
、
三
十
歳
が
成
道
、
一
代
聖
教
五
十
年
。
こ
れ
が
日
蓮
聖
人
が
、
お
説
き
に
な
っ
た
本
化
の
法
門
で
す
。
現

在
一
般
的
に
佛
教
で
言
わ
れ
る
の
は
、
三
十
歳
出
家
、
三
十
六
歳
又
は
三
十
七
歳
成
道
と
言
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
佛
教
学
者
も
よ
く

こ
の
よ
う
に
申
し
ま
す
。

　
　

 　

け
れ
ど
も
八
十
歳
御
入
滅
の
釈
尊
の
一
代
聖
教
五
十
年
か
ら
申
し
ま
す
と
、
こ
れ
で
は
聖
教
御
一
代
四
十
二
年
又
は
、
四
十
三
年

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

△
法
華
経
を
お
説
き
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
晩
年
の
八
年
貫
の
根
拠
（
依
法
不
依
人
）
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一
、
無
量
義
経　

説
法
品
第
二　

四
十
余
年
未
顕
真
実

　
　

二
、
妙
法
蓮
華
経　

従
地
涌
出
品
第
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
是
已
来　

始
過
四
十
余
年

　
　
　
　

と
あ
り
ま
す
。

　

三
、
開
目
抄
（
定
本
五
五
〇
頁
）

　
　
　

 

二
に
は
教
主
釈
尊
は
住
劫
第
九
の
減
、
人
壽
百
歳
の
時
、
獅
子
頬
王
に
は
孫
、
淨
販
王
に
は
嫡
子
、
童
子
悉
達
太
子
一
切
義
成
就

菩
薩
こ
れ
な
り
。
御
年
十
九
の
御
出
家
、
三
十
成
道
に
し
て
実
報
華
王
の
儀
式
を
示
現
し
て
〇

　

以
上
ま
さ
し
く
、「
依
法
不
依
人
」
の
義
か
ら
本
化
の
法
門
は
、
釈
尊
の
御
出
家
は
十
九
歳
、
成
道
は
三
十
歳
で
お
話
す
る
事
が
肝
要

で
す
。

＊
末
法
に
生
ま
れ
た
日
蓮
聖
人
と
そ
の
根
拠

　
　

近
年
の
学
説
で
は
釈
尊
御
入
滅
を

　

一
、
衆
聖
点
記
説　

Ｂ
Ｃ
四
八
五
年

　

二
、
宇
井
伯
寿
説　

Ｂ
Ｃ
三
八
六
年　

日
蓮
宗
事
典
（
一
七
一
頁
）

　

三
、
中
村
元
説　

Ｂ
Ｃ
三
八
三
年　
「
釈
尊
」
参
照

　
　

と
な
っ
て
ま
す
が
、

　

一
、 

日
蓮
聖
人
当
時
の
佛
教
界
の
定
説
と
し
て
、
周
書
異
記
（
説
）（
日
蓮
宗
事
典
、
一
八
一
頁
、
参
照
）
を
根
拠
と
す
る
の
が
通
例

で
あ
り
ま
し
た
。（
現
在
、
佛
教
的
に
は
未
確
定
だ
が
）

　

二
、
関
目
抄
（
定
本
五
九
二
頁
、
五
九
三
頁
）
そ
の
他
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当
世
は
如
来
滅
後
二
千
二
百
余
年
な
り
〇
周
の
第
四
昭
王
の
御
宇
二
十
四
年
甲
寅
四
月
八
日
の
夜
中
に
天
に
五
色
の
光
気
南
北
に
亘

っ
て
昼
の
如
し
〇
大
史
蘇
由
占
っ
て
云
く
。
西
方
に
聖
人
生
ま
れ
た
り
〇

　

三
、
周
書
異
記
の
記
述

　
　
　

月
満
御
書
（
定
本
四
八
四
頁
）

　
　
　

災
難
興
起
由
来
（
定
本
一
五
九
頁
）

　
　

一
、
周
の
昭
王
二
十
四
年
（
Ｂ
Ｃ
一
〇
三
〇
年
？
）
四
月
八
日
を
生
誕
と
し
（
中
国
の
歴
史
＝
周
の
起
り
よ
り
）

　
　

二
、 

周
の
穆ぼ
く

王お
う

五
十
二
年
（
Ｂ
Ｃ
九
四
九
年
）
二
月
十
五
日
を
入
滅
、
と
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
年
代
か
ら
正
法
一
〇
〇
〇
年
、
像
法

一
〇
〇
〇
年
を
と
る
と

　

四
、 

末
法
の
到
来
は
我
が
国
の
後
冷
泉
天
皇
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
即
ち
釈
尊
滅
後
二
〇
〇
一
年
と
な
り
ま

す
。

　

五
、
日
蓮
聖
人
の
ご
生
誕
は

　
　

貞
応
元
年
二
月
十
六
日
（
一
二
二
二
年
）
で
す
か
ら

　
　
　
　

1222

－1052

＝170

（
末
法
に
入
っ
て
）
で
す
。

　
　

正
法
一
〇
〇
〇
年
＋
像
法
一
〇
〇
〇
年
＋
一
七
〇
＝
二
一
七
〇
と
な
り
ま
す
。

　

六
、
関
目
抄
に
書
か
れ
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
は

　
　
　
　

1272

－1052

＝220

年

　
　

そ
れ
に
正
法
一
〇
〇
〇
年
、
像
法
一
〇
〇
〇
年
を
加
え
る
と

　
　
　
　

220

＋2000

年
（
仏
滅
後
）

　
　

と
ま
さ
し
く
仏
滅
後
二
二
二
〇
余
年
で
あ
り
ま
す
。

19　有本.indd   17319　有本.indd   173 11.7.4   9:37:17 AM11.7.4   9:37:17 AM



「教化学研究１」2010. 3 174

　

七
、
従
っ
て
現
在
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
は
仏
滅
後

　
　
　
　

2001

＋BC949

（
三
の
２
）＝2950

年

　
　

約
三
〇
〇
〇
年
と
な
り
ま
す
。（
こ
れ
が
大
事
な
法
門
で
す
）

　

△
以
上
、
日
蓮
聖
人
の
と
遺
文
を
申
心
に
お
話
す
る
事
が
、
私
共
日
蓮
宗
布
教
師
の
務
め
で
あ
り
ま
す
。
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